
分科会E

第 5学 年  単 元 名 「分 数 」

～ 数学的な考 え方 を高 める算数 の授 業づ くり ～

数学的な考え方を高める算数の授業づくりについて

算数の学習では,数 量や図形についての知識,技 能を身に付けたり,概 念や理論 ・法則を明ら

かにしたり,問 題解決をしたりする際には,数 学的な考え方が重要な働きをする。 「数学的な考

え方」は,香 小研で捉えている 「A:各 単元,各 授業場面で扱う学習内容にかかわる数学的な考

え方 B:問 題解決の過程にかかわる数学的な考え方 C:実 生活での合理的な営みを支える数

学的な考え方」をもとにして考えている。本校では,学 習指導要領の改訂のポイント,算 数科に

おける課題や日標,児 童の実態から,下 記のような 「数学的な考え方を高める授業仮脱Jを 取り

入れた授業を積み重ねることで,数学的な考え方を高められるのではないかと考え実践している。

研究傾説
1 学び方を身に付けさせることで,数 学的な考え方を高める。

仮説① 授業の 「つかむ段階J「 考える段階」 「深める。かかわる段階Jの 学び方を身に付けさ

せることで,数 学的な考え方を高められるのではない力、

仮説② 一人学びの時間および,か かわり合いの場を設定することで,数 学的な考え方を高めら

れるのではない力、
2 授業形態を工夫して,数 学的な考え方を高める。

仮説③ 少人数授業の形態を工夫することで,数 学的な考え方を高められるのではないか。

2 研究内害

(1)仮 説①について

本校では,算 数科の授業に

おいて,児 童一人一人が問題

を解決する過程を 『つかむ段

階J「 考える段階J「 深める

・かかわる段階」に分け,そ

の過程で必要となる学ぶ力

(思考力 。判断力 ・表現力)

を 「学び方」と捉える。各学

年段階で身に付けさせたい

「学び方」を右のように 「学

び方名人系統表」にまとめ,授 業を通して実践している。学び方が分かれば,不 安なく,よ り主

体的に考えを表現したり,修 正したりという過程を経て,数 学的な考え方が高まり,意 欲的に学

ぶ力を獲得するのではないかと考えた。

(2)仮 脱②について

授業の導入や展開,ま とめの場面で,意 図的 ・積極的に一人で考える 「一人学びの時間」,ベ

ア学習やグループ学習,学 習集団全体での説明などの 「かかわり合いの場Jを 設定することを心

がけていく。まず,課 題の解決策を自らが考えた後,小 グループや学級全体での 「かかわり合い

の場Jで 自分の考えを述べて確認したり・友達の意見を聞き,考 えを修正したり,相 手の考えに

対する自分の考えを述べることが思考力を高めるとともに,自 信を持つて発表することにもつな

がるのではないかと考えた。また,自 分の意見を発表する機会を全員に保証し,自 分の考えを正

確に伝えることができない児童への援助も自然な形で行われ,コ ミュニケーション能力を

育てる場ともなると考えた。

学び方名人系統表
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(3)仮 説③について

少人数授業などのきめ細やかな指導のねらいは,わ かる授業を実現し,基 礎学力の向上を図る

ものである。従来行つていたティームティーチィング (以下TT)に よる指導に加え,多 様な学

習集団による指導を積極的に取り入れ,児 童に複数の教師が関わつていく,多 様かつ柔軟な学習

形態により授業を展開することで,基 礎的 ・基本的な内容の習熟の徹底が図れ,そ のことが児童

の意欲や思考力,判 断力,表 現力につながるのではないかと考えた。

本校は,本 年度,少 人数担当の教師1名が全学年に関わり (1・ 2年 は2時 間,教 頭),算 数

の授業は2名 の教師によつて行われている。この環境を生かして,よ り数学的な考えが高まるよ

うに,学 年 (学級)の 実態,単 元の内容を吟味し,そ の効果的な指導を研究している。

3 実践の概要
(1)仮 説①の実践

0「 学び方名人のすすめ」を意臓した指導

「学び力名人のすすめ』
崚菫掲示用 6・6年    6年  r― ●Al-0

各学年が,教 室の前面に 「学び方名人のすすめ」を掲示し

主に,導 入部分では,「 つかむ」段階を,一 人学びやかかわ

り合いの場面では 「考える」段階,終 末部分では 「深める」

段階の項目を折に触れで示し意識させ,「 こうすれば問題の

把握ができるJ「 こうすれば自分で問題を解決することがで

きそうだJ「 他者との共通点や相違点は…」といつた経験を

積ませてきた。 「学び方名人のすすめ」を意識した授業を積

み重ねるうち,児 童は,導 入段階では,問 題が提示された際

指示がなくてもわかつたことに赤線,た ずねていることに青

線を引き,題 意の把握に主体的に取り組むようになり,本 時

の学習課題を把握しようまたは設定しようと考えることが自

然に行われるようになつてきた。また,一 人学びの時間では,

「私は図で考えよう」 「ぼくは既習事項を使つて説明しようJと 考え方を選択させたり,考 え方

を確認する際に使用し,か かわり合いの場では,自 分の意見を表明している児童やそれを聞いて

いる児童に,教 師が 「この中のどれを使つて説明しようとしているのかな?」 と投げかけること

を繰り返し,自 分や友逮が,ど んな考えを,ど んな方法で表現しているのかを意識させてきた。

O授 業の終わりに (自己評価 ・相互評価)

授業の終わりに,個人用のカードで自己評価や相互評価をさせている。 「つかむ」「考える」
「深める・かかわる」の各段階で,自 分が考える際によりどころとしたこと,で きたこと,不 十

分だつたことを確認させ,何 をもとに考えを広めたり深めたりすればよいのかを意識させること

ができ,何 をもとに思考すればよいかが明確であるため,「 次の時間はOOを 使つて考えてみよ

う。」という意欲化にもつながつている。

「学び方名人のすすめJ自 己評価 。相互評価

カードは,あ くまで基本。このページの写真に

あるように,単 元毎に担任が項目を取捨選択し

学年 (学級)の 実態に合わせた評価カー ドを作

成している。算数の本単元 ・本時に求められて

いる学習内容や学習方法が明確になり,教 師と

児童が評価規準を共有することもできる。

(2)仮 設②の実践

○ 「一人学びの時間Jの 確保

平成21年 度5年単元 『いろいろな四角形」
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て,次 の小単元 「台形」や 「平行四辺形Jに つなぐ流れになっていた。しかし,平 行にこだわら

ず,様 々な図形を思うように描かせ,そ の後仲間分けの仕方をかかわり合いによつて考えさせる

方が,「 学ぶ楽しさ」を体感し,「 数学的な考え方を高めるJこ とができるのではないかと考え,

1時 間の導入部分を2時 間とした。 「平行で仲間分けをしようJと いう導入でもよいが,辺 の長

さ,角 の大きさ,直 角の数など思いつく方法で仲間分けを行 う方が,そ れらの観点で図形を見る

こともできるという経験になり,そ の後の図形の特徴の学習がより充実するのではないかと考え

た。時数は増えるが,様 々な意見の中からよりよい方法を考え選択していく (この単元では,平

行な辺の数で分類することを選択する)と いう過程が

「数学的な考え方を高める」と考えた。このように,

「一人学びの時間Jに よつて個々の意見や主張点,自 分

がわからないことや他者から学びたいことを明確にして,

自分の考え方の確認や疑問点の解決などのための 「かか

わり合いの場Jを 意識した授業を展開している。また,

一人学びの時間は,静 かに落ち着いて自分の考えをまと

めて書かせることを中心に実践した。このことにより,

全員が授業に集中できるようになつてきた。

O『 かかわり合いの場」の確保

一人学びの時間を十分に確保して,か かわり合いの場 (ペア学習,グ ループ学習,全 体での説

明)に 臨ませる。かかわり合いの場では, rぼ くは丸図を使つて考えました。J「 私は00に 注

目して仲間分けをしてみました。J「 ぼくは00ま では考えたけど,そ の後がまとまらない…J

「学習課題は分かつているけど,解 決方法ははつきりとは分からない。J等 ,そ れぞれが問題解

決へ向かつて思考したことや自分の疑問点 ・不安な点を表明させる。このことにより,「 00さ

んの意見と少し似ていて…」 「ぼくはOOさ んと違つて…」と自分の思考と友達の思考や方法の

共通点や相違点を意識したり,十 分に思考ができないという友達へ 「こう考えたらどうかな」と

かかわり合いがより主体的に行われるようになつた6

前に述べたように,単 元の総時数を見直しながら,毎 時の学習の展開のどこで ・どんな

わり合いの場Jを 設定するかを考え授業を行つてきた。

小グループや全体での 「かかわり合いの場」では,相 手

に自分の考えを正確に伝えるために準備した図,表 ,既

習事項,使 用する言葉などの適 ・不適の判断や,よ り簡

単に,よ り分かりやすくといつた思考が行われる。また,

自分の考えを十分に伝えることができない児童への援助

も自然な形で行われ,コ ミュニケーション能力を育てる

「かか

場ともなつている。

(3)仮 m00実 践"

学年の実態や単元の内容により,あ るいは単元に必要な知識 ・既習内容の定着度についての実

態調査により,TT,等 質少人数,習熟度別少人数,課題別少人数などの形態を使い分けている。

多様かつ柔軟な学習形態により授業を展開することで,基 礎的,基 本的な内容の習熟が図れ,そ

のことが児童の意欲,思 考力,判 断力,表 現力の向上,数 学的な考え方の向上につながると考え

た。題意の把握や解答に時間がかかり,教 師の支援が必要な児童がいる場合,ク ラスを2つに分

ける少人数の形態より,T2が その子に寄り添つている時間がより多く確保できるTTの 授業の

方がよいという意見があり,「 一人学びの時間」に,そ れぞれの教員が支援が必要と思われる児

童の指導を行つている。また,学 習内容の定着に差があるので習熟度別の指導の方が効果がある

という意見もある。このように,学 年 ・児童の実態から,あ るいは単元の内容から効果的な授業

形態を工夫し実践している。



4 研究の成果と課題

○ 教室前面に 「学び方名人のすすめJを 掲示することで,「 つかむ段階J「 考える段階J「 深め

る・かかわる段階」での学習方法を振り返りながら,学 習の流れを意識して授業を進めることが

できた。特に低学年では,子 どもと共に学び方を見つけ,確 認することが大切である。その積み

重ねが中高学年での学び方につながる。

○ まず,じ っくりと考えて自らの意見を持つ 「一人学びの時間」 (静の時間)を 設定する。その

時間は,ワ ークシー ト等に意見をまとめる鉛筆の音しか聞こえない,一 人一人が自分の考えをま

とめることに集中できる時間となつている。次に,自 分の考えを確かめ,分 かるように説明す

る 「かかわり合いの場」 (動の時間)1を設定する.そ こでは,意 見を表明・修正,相 手の意見ヘ

の共感する姿が見られ,活 発に意見交換ができている。このように仮説②を意識した授業は,児

童の思考力・表現力の向上に効果があると実感できる新しい 「  スタイル」の授業形態として,

算数以外の教科にも積極的に取り入れられるようになつている。

● 学年の単元別に,ど のような授業形態が好ましいかというものはあるが,学 年や個人の実態

を考慮してその都度,担 任と少人数担当が相談をしながら適切な授業形態をこれからも単元別

に模索しなければならない。

5 県の研究主題,研 究副主題との関連

(1)『 数学的な考え方」について

本校では,「 数学的な考え方を高める授業餌説」を3つ定め,「 数学的な考え方」を香小研の

「A:各 単元,各 授業場面で扱う学習内容にかかわる数学的な考え方 B:問 題解決の過程にか

かわる数学的な考え方 C:実 生活での合理的な営みを支える数学的な考え方」と捉え,指 導案

に明記している。また,一 人一人が自分の考えをノー トやワークシー トに黙つてかいてまとめる

「一人学びの時間」 (静の時間)を 十分に取ることによつて,自 分の考えをまとめる習慣を身に

付けることができると考えている。そして,自 分の考えをペア,グ ループ,学 級全体などの学習

集団で説明する 「かかわり合いの場」 (動の時間)に より,自 分の考えを発表し確認したり,友

達の意見を聞き自分の考えを修正したり,相 手の考えに対する意見を言つたりすることができる

ようになると考えている。毎日の授業での 「一人学びの時間Jと 「かかわり合いの場」の設定,

特に 「一人学びの時間」を十分にとる 「  スタイル」の授業は,数 学的な考え方を高めること

ができると考えている。
(2)「 わけを説明する活動」について

本校では,「 学び方名人系統表Jそ れを各学年の実態に合うように分かりやすくした 「学び方

名人のすすめ」により,「 つかむJ「 考える」 「深める。かかわる」のそれぞれの段階で,ど の

ようなことをするか,どのような言葉で説明するかを具体的に子どもたちに示している。そして,

授業では,「 学び方名人のすすめ」を意識させることによって,学 び方が身に付き,「 一人学び

の時間」や 「かかゎり合いの場」の活動を子どもたち自ら行うことができるようになると考えて

いる。この 「学び方名人のすすめ」を活用することが,わ けを説明する活動につながり,仮 説①

で述べているように数学的考え方を育成することにつながると考えている。

6 具体的な実践資料

次のベージより,昨 年11月 の三観地区小学校教育 (算数)研 究発表会での5年公開授業 「分

数 一分数のたし算とひき算一」の学習指導案を報告する。この単元は,平 成23年 度学習指導

要領の完全実施にともない,第 4学年に移行した内容であるが,第 5学年の提案として発表させ

ていただく。
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第5学 年 算数科 (習熟度別少人数)学 習指導案
学習指導者  どんどんコース

じつくリコース
1 単元     「分数J
2 単元について
(1)分 数に関しては,4年 で,等 分割した部分やはしたを表す表 し方の一つとして学習してきてい

る。また, 1よ り大きい分数の表し方についても学習してきている。それを受け本単元では,同
値分数,大 小関係,同 分母分数の力1減の計算を理解 していく。さらに,整 数の除法の結果が,分
数を用いると常に 1つ の数として表すことができることを,既 習の分数の意味と結びつけながら
理解させる。次に,こ のことを活用して,小 数 ・整数を分数で表したり,分 数を小数 。整数で表
すことができることを理解させる。さらに,商 を小数で表したり,分 数で表したりするよさをと
らえていく。こうした学習を通 して,分 数の概念が拡張され,分 数も整数や小数と同じ数である
ことの認識を深めていく。既習をもとに,考 えていく力はもちろん必要であるが,確 実な積み重
ねがより重要な単元であると考える。少人数指導における習熟度別のコース編成については,レ
ディネステス トの実施により児童の希望に重点を置き,教師の支援を加味しての編成としている。

本単元の指導においては,ど んどんコースでは,ま ず自分で考え,解 決方法をともに探してい
く。そして学習したことを自分のことばで説明できるようにしたい。活動においても,見 つけ出
したり, じっくり自分で考える時間を多くとつたりすること,ま た,発 展的な問題にも多く取り
組めるよう考えている。じつくリコースにおいては,自 分で考えることはもちろんであるが,具
体物や半具体物を使つた操作的な活動を取り入れることにより,検 証しながら学習を進める等,
友だちと協力して取り組む活動を多く

。
取り入れたい。また,計 算 0測定などの技能を高めること

に重点を置いた指導を目指 している。
(2)

(3)本 単元にあたつては,常 に課題意識を持たせ,児 童自らが見通 しを持って既習内容を活用しな
がら新しい考えを見つけていこうとする意識を大切にしたい。算数的活動を多く取り入れること
により自力解決学習ができるよう考えている.例 えば,分 数についてのテープ図を用いた問題作
りに具体的な操作活動を取り入れることによつて,既 習事項の学習内容をじっくり確認し,線 分
図や面積図と関係付けながら新しい学習へと発展させていきたい。   ・

本時,ど んどんコースでは,被 減数が 1を越す減法から始め,整 数 1か ら真分数をひく場合を

:||〔:[liti:I[]il[ll[iti::[,Ili:[li:‡II:[[|:
数の個数を計算すればよいことを12の 面積図を使って自分の考えを表現する活動を通して理解
させたい。  _

じつくリコースでは,常 に,分 数と面積図を関係づけながら学習を進めていく。また,い くつ
に分けたいくつ分といつた表現にも償れさせ単位分数の定着に力を入れていきたい。同分母分数
のひき算ならできるといつた自信をもたせていきたい。

3 単元の目標
I関心 ・意欲 ・態度l分 数のしくみや,分 数で表すよさが分かり,分 数,小 数,整 数の相互関係の理

解l司Lかす。
〔数学的な考え方l単 位分数をもとに,加 減の計算のしかたを考えたり,分 数,小 数,整 数の相互関

数について考えたりできる。
【表現 ・処理】1つ の分数を,分 母を変えていろいろな分数で表すことができる。また,分 数を小数

や整数で表したり,整 数 ・小数 ・分数を同じ数直線上に表し,大 小を比べることができ
る。     

′

【知識 。理解】同分母分数の加減の計算のしかたがわかる。また,整 数の除法の結果が分数で表せる
ことや,分 数 。小数 ・整数の相互関係がわかる。
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主      4 学習指導計画 (全17時 間・本時 小単元 『分数のたし算とひき算J3/7(3/9))

どん どんコース学習内容 (評価)
・
大蟹房募霧員覇:「∫猛

｀
・ 数直線を使つて単位分数の大きさ
の関係を理解 し,大 きさの等 しい分
数を見つける。 (関・表)

・ 同分母分数のたし算ができ,仮 分

数になつた場合の処理をする。
(閣 ・如)

。 同分母の真分数同士のたし算で,
答えが整数になる計算について考え
る。(関・表)

・ 同分母の具分繁―具分蘇,仮 分歎
―真分数,整 数―真分数の計算につ
いて考える。

fを  ・ 寿 〕

・ (仮 分数

'十

(仮分数

',(帯

分
数)+(帯 分数)で 繰 り上が りのな
い場合の計算のしかたを理解する。

(知・表)
・ (帯 分数)+(帯 分数),(帯 分
数)+(真 分数)で 分数部分が仮分
数になる場合や整数になる場合等繰
り上がりのある場合について考え
る^ `知 ・表〕

・ (仮 分数)― (仮分数),(帯 分
数)一 (真分数)の 整数部分の処理
について考える。(考・表)

・ (帯 分数)― (帯分数),(整 数)
― (帯分数)の 計算のしかたを理解
十ス_F嘉 ◆如)

・ 20の 牛乳を数人で分けたときの

1人 分の量の表 し方を考える。
(考・閣)

0 3mの ひもを4等 分したときの 1
本分の長さを分数で表すことを通し
て整数の除法の結果が常に分数で表
せることを理解する。(知 0表)

・ 整数÷整数=分 数を使つて,分 数
を小数や整数で表す。(表)

・ 整数や小数を分数で表す。(表)

・ 分数を3つ の仲間に分類できた

り,分 数も整数や小数と同じ数の仲
間であることを知り,大小を比べる。

(知・表)
・ れんじゅうや発展問題に取り組
み。既習事項の理解を深める。

・ 力だめしや発展問題に取 り組み,
既習事項の確かめをする。

選択問題に取 り組む。

０

■

１

］

●

ｏ

．

‐
　
ヽ

小単元

1

数等大
2し き
いさ
分の

２
　
分
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算
７
”

３
分
数
と
小
数

ｃ
整
数
５

練
習

力
だ

め

し

選 択

じつくリコース学習内容 (評価)

大ξ警房募薔電L纂翼だ1ダ畠;｀
・ 単位分数を知 り,数 直線を手がか

りに大きさの等 しい分数を見つける。
(昌爵 ・ 業〕

・ 分数のたし算の場面を知り,同 分
母分数のたし算や仮分数になつた場
合の机理わする^f閣 ・納〕

・ 同分母の真分数同士のたし算を練
習する。分子と分母が同じになつた
とき1(整 数)で あることを知る。

`闘
・】諄ヽ

・ 同分母の要分数―英分数,仮 分数
―真分数の計算について,面 積図を
手がか りに考える。

`者
・嘉ゝ

・ 面積図をもとに,(整 数)― (真分
数)に ついて考え,こ れまでのたし
算やひき算の練習をする。(表・知)

・ (仮 分数)+(仮 分致),(帯 分数)
+(帯 分数)で 繰 り上がりのない場
合の計算のしかたを理解する。

(知0表)

・
+慎躍)≒又 、織
整数になる場合について知る。

f如 ・ 嘉)
e  t仮 分数リー t仮分数

',(帯

分駆

'一 (帯分数)の 整数部分の処理 につ

いて知 る_(考 ・表)

・ 【帝分数,一 t帝分数,,t壺 数
'一 (帯分数)の 計算のしかたを知る.

'(表 ・如 〕

・ 粟分数,仮 分数,帯 分数を便 つた

計算に慣れ,計 算できるように練習

する。 (表 ・知)

0 20の 牛乳を数人で分けたときの 1

人分の量の表 し方を考える。
(考 ・関)

・ 3mの ひもを4等 分したときの1
本分の長さを分数で表し,分 数のよ
さを知る。(知・表)

・ 整数÷整数=分 数になることに気
づき,分数を小数や整数で表す。(表)

整数や小数を分数で表す。 (表)

・ 分数の分類や,分 数 ・小数 。整数
を同じ数直線の上で大きさを比べる。

(知
 0 表 )

オしんしゅうや力だめしに取り組む。
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